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現 状

全国学力・学習状況調査において、
全国平均を下回る現状が続いている

小学校
R4 R5 R6

国語 98 100 97
算数 97 98 95

中学校
R4 R5 R6

国語 99 99 98
数学 91 90 91※右の数値は全国を100として見た場合の

福島県の数値

※福島県総合教育計画指標目標値
国語102以上 算数・数学100以上

課 題 【R6全国学力・学習状況調査 質問調査の結果より（数値は全国平均との差）】

Ⅰ 「分かる」実感を伴う授業

Ⅱ ＩＣＴ機器の効果的な活用

Ⅲ 校内における組織的対応

■算数（数学）の授業の内容がよく分かる 小学校 －0.8 中学校－2.7

■ICT機器等の使用回数（週３回以上） 小学校－14.8 中学校－8.6

■学力向上に向けた組織的な取組をしている 小学校 －2.6 中学校－6.0

内 容

①伴走支援訪問事業 ⇒ 課題Ⅰに対応
○学校支援型 全国学調の結果を基に学校を選定し、直接的・継続的な支援訪問を実施
○教育委員会支援型 専門教科の指導主事がいない町村教委からの要請を受け、直接的な支援訪問を実施

授業を中心に据えた「学びの変革」の実現

②キビタンシート活用事業 ⇒ 課題Ⅱに対応
○小学１年～中学３年の国語、算数・数学、英語（中学のみ）の全単元のＣＢＴ問題を作成
○学習履歴を活用することにより、個々の学習状況の把握及び課題克服に向けた支援

③新「授業スタンダード」活用促進事業 ⇒ 課題Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに対応
○「学びの変革」に向けた授業改善の拠り所となるリーフレットを作成し、県内すべての教員に周知徹底
○新「授業スタンダード」の活用方法等について、具体的に協議する場を設けることによる活用促進

④学力向上マネジメント等支援事業 ⇒ 課題Ⅲに対応
○カリキュラム・マネジメントに係る校長悉皆研修の実施による、学力向上に向けた組織的対応の推進
○外部有識者を招聘し、専門的な知見を得ながら、学校管理職のマネジメント力を強化 １
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【令和６年度 授業改善グランドデザイン】より授業改善３つのポイント

２


